
 

【子どもたちを守るための啓発リーフレット】 

ケータイ・スマホ・ゲーム機等の安全な使用について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン・スマホ・ゲーム機等に関する実態調査より（館林市教育委員会 R4 6月実施） 

◇調査結果◇ パソコン・スマホ・ゲーム機の使用時間について 

 

 

 

 

 

 ☆平日２時間以上使用している割合は、小学６年生で４５．５％、中学３年生で６６．１％でした。 

左のグラフを見ると、２時間以上勉強しても、スマ

ホを使用すればするほど点数が下がっていること

が分かります。 

さらに、【あまり勉強しないがスマホ使用がな

い子】よりも、【２時間以上勉強するがスマホも４

時間以上使う子】のほうが、平均点が低いという

結果も出ています。 

市内の小中学生も２時間以上の使用が５０％

を超えています。 

この結果から、今後どうしたらよいか、家庭で

話し合ってみるのはいかがでしょうか。 

 

【出典：キャリア教育ラボ】 

https://career-ed-lab.mynavi.jp/career-column/1084/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VDT:Visual Display Terminalsの頭文字で、ディスプレイを持つ画面表示装置のこと 

【出典：総務省 インターネットトラブル事例集(2022年版)】 

 使用して 

いない 
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２～３ 

時間 

３～４ 

時間 

４時間 

以上 

小学６年生 5.5 16.0 33.0 19.4 10.8 15.3 

中学３年生 1.8 7.0 25.1 32.3 14.9 18.9 

全体 3.7 11.7 29.3 25.5 12.7 17.0 

ケータイ・スマホ・ゲーム機等の使用に潜む問題と危険性 

交流サイト等をめぐるトラブルから子どもたちを守る

ために館林市内の小中学校では 

☆午後９時以降…保護者は、 

ケータイ・スマホ・ゲーム機等を預かります。 

☆午後９時以降…児童生徒は、 

ケータイ・スマホ・ゲーム機等は使いません。 
館林市教育委員会  館林市小学校長会   館林市中学校長会 

館林市小中学校 PTA 連合会   館林市子ども会育成団体連絡協議会 

館林市青少年育成推進員連絡協議会   館林市青少年センター補導員会 

～平成２６年１２月緊急アピールより～ 

 

いつ、誰とどんな連絡をとって

いるのか把握しにくい 書き込みが悪口や誹謗

中傷に発展しトラブル

になりやすい 

出会い系サイトやネット

詐欺、有害情報など危険

な情報が身近にある 

わいせつ画像や児童ポ

ルノ、好ましくない情報

へのアクセスが可能 

長時間利用による体調不良や学力・

運動能力の低下、課金額の増大等に

つながる危険性がある 

令和４年 館林市教育委員会 7 月作成 

https://career-ed-lab.mynavi.jp/career-column/1084/


 

 

 

ゲーム障害とは･･･ 

ゲームに熱中し、利用時間などを自分でコントロールできなくなり、日常生活に支障が出る病気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出展：NHK おうちで学ぼう！for School】 https://www.nhk.or.jp/kenko/atc_883.html 

 

 

 

令和４年５月２６日に邑楽・館林学校保健会の講演会が開催されました。 

講師に、独立行政法人国立病院機構久里浜医療センターの主任心理療法士である三原聡子先生をお招きし、

『ネット依存、ゲーム障害の予防と対応』についてご講義をいただきました。 

邑楽館林地区の養護教諭等が参加し、ネット依存、ゲーム障害について学びました。 

【出典：総務省 インターネットトラブル事例集(2022年版)】 

子どものゲーム障害を予防する方法としてまず有効なこと

は、ゲームを始める年齢を遅くすることです。 

すでにゲームを始めている場合は、一日のゲームをしても

いい時間やゲームができる時間帯・場所を明確に決めること

が有効です。 

その際、紙にかいて部屋に貼っておくこと、子どもの意向

も取り入れることが大切です。 

WHO（世界保健機関）認定 “ゲーム障害”って知っていますか？ 

一つでも当てはまるものがあれば要注意！！ 

注意しても改善がなければ要治療 

特に未成年者では、ゲーム障害が起こりやすく、

将来にわたって影響が続く可能性がある 

身体面、精神面、金銭面等、様々なことに影響します。

海外では死亡例もあります。 

本人だけの問題にとどまらず、人や物にあたるなどの

暴力行為につながります。 

ネット依存にさせないための関わり方のポイント 

 

１．ルールは子どもと一緒に決める。 

 ①依存のメカニズムから、使わない時間を作ることが大切。 

 ②子どもが実行可能なルール。発達段階に合わせて定期的に見直す。明文化。 

 

２．家族も少なくとも子どもに与える機器については、知識を身につけてから与える。 

 ①その機器でどんなことができるのか 

 ②有害情報・使用時間等でできるフィルタリング機能は？ 

 

３．子どもがネットでやっていることに肯定的な興味を示す。 

 ①ゲームを頭ごなしに否定せず、相手の趣味を尊重するつもりで話を聞く。 

 ②子どもが何を面白いと感じているか、何を求めてゲームをやっているかの、知ろうとする姿勢

を示す。 

 

４．ネット以外にもいくつかの楽しい活動をもてているか。 

 ①活躍できる場が現実生活の中にあると、興味関心の幅が狭くなることを防ぐことができる。 

 ②ネットそれ自体が目的ではなく、ネットを現実生活を充実させるツールとして使用しているか。 


